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フォークリフトなどの産業⾞両には、労働災害を防⽌するため法
令によって定期⾃主検査が義務づけられています。いったん事故が
起これば、物的損害でなく⼈的損害も予想されます。また、機台を
安全に、⻑く使うためにも適切な点検は不可⽋です。安全を守り、
トータルコストダウンを実現するために、トヨタＬ＆Ｆは点検・
整備をサポートするとともに、作業の安全性をより⾼めるため
に、定められた定期点検以外にも独⾃の点検・整備をおすすめし
ています。フォークリフトを例とすると、その⽇の作業を開始する
前に定められた事項について点検を⾏う『作業開始前点検』、⽉
次検査としての『定期⾃主検査』、年次検査としての『特定⾃主検
査』を⾏わなければなりません。これらの定期⾃主検査を⾏った
とき、事業者は記録を3年間保持しなければなりません。また、
『特定⾃主検査』は労働省令で定める有資格者が⾏わなければな
らず、特定⾃主検査を⾏った時、事業者は⾒やすい場所に検査済標
章をはりつけなければなりません。 その他の産業⾞両について
も同様の定期点検が義務付けられております。定期点検についての
ご質問、⽉次検査・年次検査のご⽤命は当社スタッフまでお申し
付けください。

10⽉ 10⽇⽔曜⽇

◎発⾏⽇：毎⽉10⽇ ◎発⾏
者：トヨタL&F宮崎株式会社

8⽉のフォークリフト販売台数ランキングをお知らせ
します。

1
位

ディーゼルタイプエンジンフォークリフト 新型
ジェネオ

2
位 カウンタータイプ電動フォークリフト gene-B

3
位 カウンタータイプ３輪電動フォークリフト Ecore

 名前のついたフォークリフト。…と
は⾔っても、EcoreとgeneBと.其々につ
いてる名称じゃないんです。とあるお
客様への納⾞を待つ、この2台の新⾞。
後 ⽅ に 回 る と 、 「 TARO 」
「KOTARO」と其々に、書いてありま
す ^ ^。ここで使⽤されるフォークリフ
トは、⼊れ替わっても、代々この名前
が引き継がれているそうです。名前が
あると、愛着も湧きますよね〜。名前
つけてもらえるなんて、幸せなフォー
クリフトたちです !(^^)!。

 フォークリフトと
物流についての詳し
い情報はトヨタL&F
宮崎 公式ウェブサイ
トへ。コチラのQR
コードを読み込んで
ウェブサイトへ

 秋の⽇は釣瓶落としと⾔われますが、最近
は釣瓶どころか、⼿押しポンプでさえめっき
り⾒かけなくなりました。この時期は⽇没時
間が早くなり始めるので、⾞の運転はもちろ
んですがフォークリフトの運転も注意が必要
です。特にフォークリフトは前⽅の⾒通しが
悪いので、早朝・夜間に荷役作業をされる⽅
はご注意ください。弊社では⾁眼では⾒えに
くい障害物（もちろん⼈も）を検知するセン
サーの販売も⾏っておりますので、お気軽に
お問い合わせください。

トヨタエルアンドエフ宮崎株式会社   http://www.lf-miyazaki.com/

 フォークリフトをメインにしているトヨ
タL&F宮崎ですが、なかなか知られていな
いAGV（無⼈搬送⾞）も扱っております。
その中でも、このたび販売累計1,000台を超
えました「キーカート」！ 経費の中でか
なりのウエイトを占める⼈件費。単純作業
は機械化してコスト削減に！また少⼦⾼齢
化が進み今後⼈の確保が難しくなる・・・
そんなときにお役に⽴ちます！

 始業前点検により、リフトおよび
ティルトの作動点検、フォークとマス
トの点検、油圧ホースの点検、各オイ
ルと冷却⽔の点検などを通してフォー
クリフトの異常を発⾒することができ
ます。外観の異常は問題の早期発⾒に
つながりますので、その⽇１⽇を安全
に作業していただくために、必ず実施
してください。点検時にフォークリフ
トに異常を確認した場合には、担当営
業所までご連絡ください。


